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2潮さい（H28.6.1 No.125）

定　例　会

　歳出面においては、医療特別会
計への繰出金の伸びが顕著であり、
今後この伸びをいかに抑えるかが
課題である。人口減少や少子高齢
化、財政基盤の安定化など課題は
まだまだ山積であるが、バランス
の取れた予算編成である。

総額

今年度の特徴

英語教育
元気をつくる創生予算

61億5000万円

歳入

一般会計

皆さんからの税金
19億9052万円

皆さんからの税金
19億9052万円

民生費
21億8418万円

民生費
21億8418万円

地方交付税
16億8900万円

地方交付税
16億8900万円

総務費
12億7670万円

総務費
12億7670万円

公債費
5億7948万円

公債費
5億7948万円

土木費
7億5935万円

土木費
7億5935万円

教育費
5億4794万円

教育費
5億4794万円

衛生費
3億5634万円

衛生費
3億5634万円

農林水産業費
1億9503万円
農林水産業費
1億9503万円

議会費
1億747万円
議会費
1億747万円

商工費
4054万円
商工費
4054万円

消防費
7484円
消防費
7484円

その他
2810万円
その他
2810万円

県からの補助金
4億2500万円
県からの補助金
4億2500万円

国からの補助金
6億9482万円
国からの補助金
6億9482万円

使用料・手数料
1億385万円
使用料・手数料
1億385万円

分担金・負担金
6423万円
分担金・負担金
6423万円

その他
2億7926万円
その他
2億7926万円

各種交付金 3億6372万円各種交付金 3億6372万円

入るお金

61億5000万円

歳出
出るお金

借入金
5億3960万円

借入金
5億3960万円

　町長から提案された議案は23件で、平成28年度各

会計予算（７会計）ほか条例の制定、補正予算、人事案

件などを審議し、全て原案のとおり可決した。

　また、一般質問は９議員が行い、町長から示された

平成28年度施政方針のほか、町政全般をただした。

　今定例会では、延べ27名の方々が傍聴された。

第１回定例会（３月９日〜18日）

外国人指導者とふれあう
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定　例　会

平成28年度一般会計

にぎわいづくりのために

子ども達の健やかな成長を願って

地域福祉の充実のために

安全安心なまちづくりをめざして

スタート！  幼児の
子どもの未来とまちの

★海の駅整備計画策定業務委託（補助）	
	 500万円

★ながす未来館施設更新事業	 158万円

◦金魚と鯉の郷広場屋外トイレ等の	
　改修事業	 2616万円

★小中学校普通教室にエアコン	
　設置事業	 1億990万円

★幼児英語教育委託事業	 600万円

★子育て世代包括支援センター	
　整備事業	 441万円

★金魚タクシーに３台目導入	1538万円

★「げんきの館」での介護予防事業	
	 290万円

◦予防接種事業	 4747万円

★新規事業　　◦継続事業

★防災マップ更新事業	 624万円

★ＡＥＤ設置事業	 22万円

★公共施設等総合管理計画策定事業	
	 496万円

可
決



4潮さい（H28.6.1 No.125）

定　例　会
［
主
な
質
疑
］

問
（
荒
木
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
で
、

１
０
０
０
万
円
計
上
し
て

い
る
が
、
何
か
施
策
が
あ

る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

長
洲
の
特
産
品
等
を

活
用
し
た
返
礼
品
を
充
実

し
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
。

問
（
大
森
議
員
）

町
民
税
の
法
人
分
に

つ
い
て
、
予
定
額
の
根
拠

は
何
か
。

答
（
税
務
課
長
）

大
手
企
業
の
景
気
の

動
向
調
査
や
意
見
を
聞
い

て
集
約
し
て
い
る
。

問
（
福
永
議
員
）

町
民
税
が
だ
ん
だ
ん

減
少
し
て
い
る
が
、
町
の

考
え
は
。

答
（
町
長
）

定
住
化
で
生
産
労
働

者
を
増
や
し
、
住
民
税
が

増
え
る
仕
組
み
、
一
次
産

業
の
所
得
を
上
げ
て
い
く
。

歳
　
入

歳
　
出

　
平
成
28
年
度
予
算
　
く
ら
し
に
ど
う
生
か
す
の
か

［
主
な
質
疑
］

問
（
竹
本
議
員
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
各
公
共
施

設
へ
の
設
置
状
況
は
。

答
（
総
務
課
長
）

既
存
の
施
設（
金
魚

の
館
・
町
民
研
修
セ
ン
タ

ー
・
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

新
た
に
「
げ
ん
き
の
館
」

に
配
置
し
た
。

問
（
濱
村
議
員
）

海
の
駅
整
備
計
画
策

定
業
務
委
託
料
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
海
の
駅
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
構
想

を
も
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

そ
の
完
成
は
い
つ
頃
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
内
の
農
水
産
物
の

販
売
所
や
漁
業
の
体
験
が

で
き
る
よ
う
な
施
設
整
備

を
考
え
て
い
る
。
28
年
度

に
基
本
計
画
、
29
年
度
に

設
計
、
30
年
度
に
建
設
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め

る
。

問
（
福
本
議
員
）

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

子
ど
も
が
ふ
え
て
い
る
な

か
で
、
ど
の
よ
う
な
体
制

で
対
応
さ
れ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

特
別
支
援
教
育
支
援

員
を
、
各
学
校
に
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の

間
で
、
２
名
ず
つ
派
遣
す

る
こ
と
で
放
課
後
ま
で
対

応
で
き
る
体
制
と
す
る
。

問
（
市
原
議
員
）

愛
情
ね
っ
と
の
仕
組

み
と
利
用
者
数
の
伸
び

は
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

県
警
察
署
、
防
災
ネ

ッ
ト
、
荒
尾
市
、
大
牟
田

市
の
各
情
報
が
登
録
す
る

こ
と
で
、
相
互
関
係
に
配

信
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。
全

体
で
１
万
４
８
４
人
登
録
、

町
で
は
２
月
末
で
１
０
７

６
名
が
登
録
。
本
年
度
は

１
３
６
件
を
配
信
し
た
。

今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
な
が
す
、
会
議
、
チ

ラ
シ
等
で
登
録
を
お
願
い

し
て
い
く
。

問
（
樋
口
議
員
）

子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
窓
口

を
設
置
さ
れ
る
が
、
担
当

者
の
体
制
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

相
談
開
始
は
29
年
４

月
か
ら
で
、
保
健
師
や
保

育
士
を
予
定
し
て
い
る
。

問
（
浦
辺
議
員
）

健
康
診
査
委
託
料
の

内
容
と
受
診
率
を
上
げ
る

た
め
の
方
策
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

健
康
増
進
法
に
基
づ

く
主
に
が
ん
検
診（
肺
が

ん
・
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
前

立
腺
が
ん
）と
健
康
診
査

を
行
っ
て
い
る
。
受
診
率

を
上
げ
る
た
め
に
、
保
健

師
を
中
心
と
し
て
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
い
く
。5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

H22 H26H25H24H23受診率（％）

肺がん

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

※平成25年度より結核検診を肺がん検診として計上

がん検診受診率
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定　例　会

問
（
福
永
議
員
）

医
療
費
が
増
大
し
て
い

る
。
町
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
事
業

や
レ
セ
プ
ト
点
検
等
の
事
業

を
推
進
し
て
い
る
が
、
も
っ
と

積
極
的
な
取
り
組
み
で
医
療

費
の
削
減
を
図
る
べ
き
だ
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

医
師
と
連
携
し
、
高
額
医

療
費
を
抑
え
る
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
事
業
や
保
健
師
に
よ
る
栄

養
指
導
で
生
活
習
慣
病
の
指

導
を
し
て
い
る
。
特
定
健
診
受

診
率
を
高
め
疾し

っ
ぺ
い病
の
予
防
を

図
り
、
医
療
費
の
削
減
に
向
け

取
り
組
み
た
い
。

問
（
福
本
議
員
）

全
て
の
高
齢
者
に
介
護

保
険
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
、
親
切
に
周
知
す

べ
き
で
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

各
地
区
、
介
護
予
防
拠
点

等
で
も
、
元
気
な
高
齢
者
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

分
か
り
や
す
く
周
知
し
た
い
。

問
（
大
森
議
員
）

75
歳
以
上
被
保
険
者
の

数
と
軽
減
措
置
の
状
況
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

平
成
27
年
度
見
込
で
、
被

保
険
者
数
２
５
６
７
名
、
軽
減

者
数
は
、７
割
が
１
４
８
６
名
、

５
割
が
３
６
１
名
、
２
割
が
１

９
７
名
、
合
計
２
０
４
４
名
と

な
っ
て
い
る
。

問
（
竹
本
議
員
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
等
は
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
対
策

は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
（
下
水
道
課
長
）

突
発
的
な
事
故
等
に
備

え
修
繕
費
の
予
算
を
組
ん
で

い
る
。

問
（
濱
﨑
議
員
）

量
水
器
取
替
等
委
託
料

に
８
５
９
万
円
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
取
替
量
水
器
は
、
収

益
金
と
し
て
営
業
外
収
益
の

中
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
水
道
課
長
）

取
替
量
水
器
の
費
用
は

営
業
外
収
益
に
入
っ
て
い
な
い
。

医療費 “厳しい町の国保財政！！”

会　計　名 予 算 額 前年度比

国民健康保険特別会計 25億4,280万円 7.0%

介護保険特別会計 17億3,430万円 3.9%

後期高齢者医療特別会計 1億9,020万円 1.7%

公共下水道特別会計 15億4,700万円 △0.3%

浄化槽施設整備事業特別会計 1,550万円 3.3%

水道事業会計
収益的収支 2億5,363万円 4.0%

資本的収支 8,963万円 △79.5%

収益的収支： 水道料金を主な収入として、皆さ

まの家庭に安全で安定した水を

給水するための経費。

資本的収支： 水道施設の建設や老朽化した水

道管を取替えるための経費。

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

水
道
事
業

公
共
下
水
道

≪
特
別
会
計
の
主
な
質
疑
≫

平成28年度 特別会計当初予算
　特別会計とは、目的の決まった事業
や資金運用に使う特定の税金や保険料
を一般会計と区別して経理管理する会
計のこと。

国保の財政（長洲町）
　保険給付費(医療費など)は支出全体の
62.5%を占めており、医療の推移を見ると、
一人あたりの費用額は年々増加している。

医療費増加の主な原因
　医療費増加の原因は、人口の高齢化や医
療技術の進歩の他に生活習慣病の増加や
多受診・頻回受診・重複受診や安易な受診
も大きな原因となっている。

国民健康保険
　国民健康保険（国保）とは、病気や怪我を
したときに治療に専念できるよう、普段か
らお金（保険税）を出し合って支え合う相
互医療扶助制度。

一人当たり医療費の推移（単位：万円）

23年度

37.7

39.0
39.4 39.5

41.9

24年度 25年度 26年度 27年度

43

42

41

40

39

38

37

36

35
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定　例　会

全員賛成可決《総額63億2641万円》　

まちの活性化へGo！！
地方創生加速化交付金8000万円を追加
平成27年度 一般会計補正予算

ぎょぎょっと感動！ 
恵みの海活性化事業

◦あさり貝漁獲高等向上支援事業
◦漁業への企業参加支援事業
◦水産物製品開発に伴う調査研究事業

1966万円

ひとが輝くまちづくり
人材発掘・育成プロジェクト
◦空家対策事業
◦長洲駅南地区開発誘導計画策定事業
◦移住定住促進事業

1335万円

「金魚のまち」を活かした
町魅力化向上事業

◦若者を活かした町魅力向上事業
◦「金魚のえき」めぐりの構築事業
◦「金魚と鯉の郷広場」を核とした観光
振興事業

4434万円

国
保
会
計

補
正
予
算

水
道
会
計

補
正
予
算

◯
障
害
者
自
立
支
援
介
護

給
付
費
・
訓
練
等
給
付

費
２
５
３
５
万
円
増
額

◯
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

強
化
対
策
事
業
委
託
料

１
５
４
１
万
円
増
額

◯
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

事
業
負
担
金

２
７
５
万
円
増
額

◯
強
い
農
業
づ
く
り
交
付

金
補
助

６
３
４
９
万
円
減
額

◯
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
施
設
型
給
付
金

３
５
０
０
万
円
減
額

◯
保
険
給
付
費
療
養
諸
費

８
０
０
０
万
円
増
額

◯
高
額
療
養
諸
費

８
０
０
万
円
増
額

◯
共
同
事
業
交
付
金

３
０
０
２
万
円
増
額

◯
歳
出
合
計

６
７
９
６
万
円
増
額

24
億
９
８
４
７
万
円

　

腹
赤
浄
水
場
更
新
事
業

に
伴
う
資
産
除
却
費
特
別

損
失
を
計
上
し
て
い
た
が

平
成
28
年
度
ま
で
稼
働
し

て
お
り
計
上
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
８
４
７
万
円
を

減
額
２
億
３
５
４
４
万
円

と
す
る
。

問
（
竹
本
議
員
）

施
設
型
給
付
の
減
額

補
正
に
つ
い
て
、
計
画
さ

れ
た
も
の
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

歳
出
の
金
額
が
下
が

っ
た
た
め
、
補
助
基
準
額

が
減
額
と
な
っ
た
。
利
用

者
負
担
金
は
、
多
子
世
帯

や
３
歳
児
未
満
世
帯
が
多

く
施
設
の
負
担
金
に
減
額

が
生
じ
た
た
め
。

一
般
会
計
補
正
予
算
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定　例　会

〈
質
疑
〉

問
（
磯
野
議
員
）

改
正
の
と
こ
ろ
は
か
な
り

の
数
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も

数
カ
所
か
。

答
（
総
務
課
長
）

減
額
に
つ
い
て
は
相
当
な

数
に
な
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
、
何
度

も
見
直
し
を
し
て
い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

職
員
で
二
重
、
三
重
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

〈
内
容
〉

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
に
引
用
し
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の

〈
内
容
〉

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準

を
一
部
改
正
す
る
も
の

〈
内
容
〉

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
の
基
準
等
に
関
し
一
部
改
正

す
る
も
の

〈
内
容
〉

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
し
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の

〈
制
定
理
由
〉

上
沖
洲
に
開
設
し
た
高
齢
者
施

設
の
運
用
に
関
す
る
事
項
を
定

め
る
も
の

〈
内
容
〉

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
条
例
の

文
言
を
一
部
改
正

〈
内
容
〉

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正

に
よ
り
、
条
例
の
文
言
を
一
部

改
め
る
も
の

〈
内
容
〉

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
職
員
給

与
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
一
部
を
改
正

ま
え
、
必
要
な
目
的
責
務
等
を

定
め
る
も
の

〈
主
な
質
疑
〉

問
（
大
森
議
員
）

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

の
設
置
は
、
第
三
者
機
関
と
い

う
認
識
で
よ
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

町
長
の
附
属
機
関
と
し
て

町
の
方
で
、
大
学
の
先
生
と
か
学

識
経
験
者
、
臨
床
心
理
士
と
か
、

ま
た
法
律
関
係
者
と
か
、
警
察

関
係
者
を
想
定
し
て
い
る
。

問
（
福
永
議
員
）

警
察
関
係
者
と
は
ど
う
い

う
意
味
か
。
警
察
は
捜
査
す
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

基
本
的
に
は
弁
護
士
を
対

象
と
し
て
い
る
。

問
（
濱
﨑
議
員
）

こ
の
条
例
に
長
洲
町
独
自

の
部
分
は
あ
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

町
の
方
で
特
に
と
い
う
の

は
、
責
務
と
い
う
と
こ
ろ
を
全

面
に
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

町
、
学
校
、
保
護
者
、
町
民
の
責

務
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た

と
こ
ろ
が
、
特
徴
と
思
っ
て
い

る
。

〈
制
定
理
由
〉

国
の
抜
本
的
法
改
正
に
よ
り
、

条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め

〈
質
疑
〉

問
（
福
永
議
員
）

「
法
律
ま
た
は
行
政
に
関

し
て
す
ぐ
れ
た
見
識
を
有
す
る

者
」
と
い
う
の
は
ど
の
レ
ベ
ル

な
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

大
学
の
講
師
の
先
生
や
弁

護
士
等
を
考
え
て
い
る
。

〈
制
定
理
由
〉

町
の
行
政
不
服
審
査
を
担
当
す

る
職
員
の
任
用
に
関
し
、
必
要

事
項
を
定
め
る
も
の

〈
制
定
理
由
〉

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
を
踏

◯
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

人
　
事

隈部　壽明氏
（腹赤新町区）

条
例
制
定

条
例
改
正

税
条
例
の
一
部
を
改
正（
専

決
処
分
）

高
齢
者
施
設
げ
ん
き
の
館

条
例
の
制
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

条
例
の
改
正

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
条
例
の
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
条
例
の

改
正

固
定
資
産
評
価
審
査
条
例

の
改
正

町
一
般
職
員
の
職
員
給
与
条

例
の
改
正

町
職
員
の
育
児
休
業
条
例

の
改
正

行
政
不
服
審
査
条
例
の
制

定い
じ
め
防
止
条
例
の
制
定

行
政
不
服
審
査
担
当
職
員

の
任
用
条
例
の
制
定



8潮さい（H28.6.1 No.125）
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審 議 結 果　≪全議案可決≫

議　案
番　号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

福
本
み
や
子

大
森
　
秀
久

竹
本
　
信
次

荒
木
　
睦
子

磯
野
　
　
博

浦
辺
　
朝
章

樋
口
エ
ミ
子

宮
本
哲
太
郎

市
原
　
一
広

浜
村
　
芳
光

徳
永
　
範
昭

福
永
　
栄
助

浜
﨑
　
　
久

松
井
　
一
也

承　認
第１号 税条例の一部を改正の専決処分 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第１号 行政不服審査条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第２号 行政不服審査担当職員の任用条例制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第３号 いじめ防止条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第４号 高齢者施設げんきの館条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第５号 固定資産評価審査委員条例の改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第６号 町一般職の職員給与条例の改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第７号 町職員の育児休業条例の改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第８号 地域密着型サービス事業条例の改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第９号 地域密着型介護予防サービス事業条例の改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第10号 家庭的保育事業条例の改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第11号 H27年度一般会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第12号 H27年度国保特別会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第13号 H27年度水道事業会計補正予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第14号 H28年度一般会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議　案
第15号 H28年度会計国保特別会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議　案
第16号 H28年度介護保険特別会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第17号 H28年度後期高齢者医療特別会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議　案
第18号 H28年度公共下水道特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議　案
第19号 H28年度浄化槽施設整備特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　案
第20号 H28年度水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ―

議　案
第21号 H27年度一般会計補正予算（第6号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同　意
第１号 教育委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　提
第１号 議会情報公開条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議　提
第２号

TPP大筋合意に伴う十分な情報公開と説明を求
める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

賛成…〇　　反対…×　　欠席…欠　　退席…退
＊議長は表決に加わりません
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定　例　会

福本みや子　議員
　公共下水道累積赤字解消後初の予算案で

町民の期待も高く、町長も町民の想いを汲み

あげての予算編成に対する苦労を察する。

　公共下水道会計への繰出金が減少するも、

医療特別会計への繰出金の伸びが顕著である。

伸びをいかに抑えるかが課題となるなか、「げ

んきの館」を核とした介護予防事業に期待す

る。小中学校のエアコン設置はＰＭ2.5など

からの健康保全に効果的であり、学習環境が

大幅に改善されると考える。定住促進事業を

出町地区土地区画事業やよけの上地区の早

期実現に向けた事業の遂行をお願いする。

　課題は山積ながらもバランスのとれた予

算編成であり、諸問題解決に向けて着実に町

政を推進していくことを期待して賛成討論

とする。

大森　秀久　議員
　厳しい財政状況の中で、小中学校の普通教

室すべてにエアコンを設置する事業につい

ては評価できる。歳入について償却資産や法

人住民税は積極的に現地調査を行うなどの

方策を検討すべきである。

　地方の経済は好転の兆しが見られないが、

それは消費税の引き上げや物価高、実質賃金

の目減りが要因である。

　昨年引き上げられた国保税や介護保険料

は住民の暮らしを圧迫している。限られた財

源を町民の要望に沿って事業化すべきで、長

洲港改修事業負担金、長洲港湾施設改良事業

負担金の負担割合が10％に軽減されると、約

2200万円の財源になる。予算は町民の暮ら

しを分析、反映したものであるべきであるこ

とを申し上げ、反対討論とする。

一般会計予算　

TPP交渉の大筋合意に伴う十分な
情報公開と説明を求める意見書  国へ提出！

︹
内
容
〕

　

平
成
27
年
10
月
５
日
、環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）協
定
交
渉
が
参
加
12
カ
国
の
閣
僚
会
議
で
大
筋
合
意
に
達

し
、平
成
28
年
２
月
４
日
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
署
名
式
に
お
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

協
定
が
署
名
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
本
町
の
主
要
産
業
で
あ

る
第
１
次
産
業
や
製
造
業
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
分
野
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

関
税
の
撤
廃
や
削
減
で
輸
入
が
拡
大
し
、産
業
界
の
各
分
野
に

お
い
て
は
、打
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、先
行

き
も
不
透
明
で
あ
る
。

　

政
府
か
ら
の
情
報
発
信
は
、マ
ス
コ
ミ
等
を
通
じ
て
出
さ
れ
て

い
る
も
の
の
情
報
開
示
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

懸
念
と
不
安
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、交
渉
に
入
る
前
と
交
渉

後
の
試
算
は
あ
ま
り
に
も
差
が
大
き
く
、政
府
の
説
明
は
メ
リ
ッ

ト
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
国
民
の
理
解
は
十
分
に
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。

　

政
府
は
、国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行

い
、説
明
責
任
を
果
た
し
た
う
え
で
、地
方
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
徹
底
検
証
し
、慎
重
審
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

国（
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、総
理
大
臣
、官
房
長
官
、特

命
担
当
大
臣（
内
閣
府
）、外
務
大
臣
、農
林
水
産
大
臣
、産
業

経
済
大
臣
）へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

︹
本
会
議
〕

「
採
択
」（
全
員
賛
成
）

賛 成 反 対
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

答
中
長
期
的
に
黒
字
を
維
持
で
き
る
状
態
と
考
え
る

財
政
運
営
に
つ
い
て

答

財
政
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く

問
財
政
健
全
化
と
言
わ

れ
て
随
分
久
し
い
が
、

町
長
が
考
え
て
い
る
健
全

化
と
は
ど
の
様
な
概
念
な

の
か
。
ま
た
、
そ
の
状
態

を
財
政
指
標
で
表
す
こ
と

は
可
能
か
。

答
（
町
長
）

長
期
的
に
見
て
収
支

の
均
衡
を
保
持
し
得
る
よ

う
な
歳
入
歳
出
を
構
成

し
、
そ
の
中
で
地
方
公
共

団
体
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
十
分
効
果
的
に
果
た
す

こ
と
が
、
財
政
の
健
全
な

運
営
と
考
え
て
い
る
。

問
実
質
単
年
度
収
支
が

24
年
度
マ
イ
ナ
ス
１

億
３
２
０
０
万
円
、
25
年

度
マ
イ
ナ
ス
３
億
２
０
０

０
万
円
、
26
年
度
マ
イ
ナ

ス
１
億
２
３
３
万
円
と
３

年
連
続
で
赤
字
に
な
っ
た
。

こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
い

け
ば
い
ず
れ
基
金
が
枯
渇

し
、
資
金
が
シ
ョ
ー
ト
を

起
こ
し
て
し
ま
う
と
い
う

警
鐘
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

答
（
町
長
）

指
摘
の
と
お
り
だ
。

原
因
と
し
て
は
交
付
税
の

減
額
、
法
人
町
民
税
の
減

少
、
歳
入
不
足
を
補
う
た

め
基
金
を
取
崩
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
だ
。

問
そ
れ
は
財
政
運
営
の

話
だ
。
今
の
よ
う
な

財
政
運
営
を
し
な
が
ら
、

健
全
化
す
る
と
い
う
こ
と

か
。
そ
う
で
は
な
く
財
政

健
全
化
を
達
成
す
る
た
め

に
は
指
標
を
定
め
、
計
画

を
立
て
て
実
施
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

下
水
道
会
計
の
赤
字

を
解
消
し
た
も
の
の
、
長

洲
町
の
財
政
状
況
を
見
て

楽
観
視
で
き
る
よ
う
な
状

況
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

は
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

当
町
独
特
の
難
し
さ
も
あ

り
、
計
画
が
立
て
に
く
い

部
分
も
あ
る
が
、
議
員
指

摘
の
と
お
り
、
一
つ
一
つ

そ
う
い
う
目
標
値
を
立
て

て
、
議
会
に
お
示
し
し
、

今
後
財
政
運
営
を
や
っ
て

い
き
た
い
。

問
町
長
が
就
任
さ
れ
て

か
ら
21
年
、
23
年
は

黒
、
22
年
、
24
年
、
25
年
、

26
年
は
赤
、
基
金
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
き
は
い
い
。

単
年
度
収
支
が
赤
だ
と
収

支
の
均
衡
を
保
つ
た
め
に

は
、
こ
の
マ
イ
ナ
ス
部
分

を
取
り
戻
す
た
め
に
、
翌

年
度
の
歳
出
を
減
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
財

政
改
革
を
す
べ
き
と
思
う

が
。答

（
総
務
課
長
）

今
後
、
総
合
振
興
計

画
の
後
期
計
画
を
作
成
す

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
財
政

計
画
も
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

財政調整基金及び減債基金残高の推移

　「財政調整基金」は、平成元年度の約11億円をピークに平成17年度には約
２千万円まで減少しています。平成26年度は、約２億１千万円の積立を行う
とともに１千万円を取崩しましたので、基金残高は約２億９千万円となって
います。同様に、「減債基金」も平成４年度の約9億円をピークに平成17年度
には約８千万円まで減少しています。平成26年度は、基金利子分のみの積立
を行うとともに２億９千万円を取崩しましたので、基金残高は約５千万円と
なっています。

■ 減債基金残高

■ 財政調整基金残高

福永栄助議員

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

0億円

5億円

10億円

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

1.01.0
3.53.5 2.42.4

4.24.2

1.01.0
3.03.01.21.2

1.71.7
1.61.6

3.43.4

3.43.4 0.50.5
4.14.1

3.33.3
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

町
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
職
務
の
遂
行
に
つ
い
て

答
今
後
ミ
ス
が
な
い
よ
う
職
員
を
指
導
す
る

金
魚
村
の
不
正
使
用
に
つ
い
て

答

撤
去
を
お
願
い
し
、
処
分
は
考
え
て
な
い

問
養
魚
組
合
長
を
行
政

処
分
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
（
町
長
）

本
来
あ
る
べ
き
物
で

は
な
い
物
が
置
か
れ
て
い

る
の
な
ら
撤
去
し
て
く
だ

さ
い
と
お
願
い
し
、
撤
去

さ
れ
た
の
で
処
分
は
考
え

て
い
な
い
。

問
町
職
員
が
検
挙
さ
れ

た
時
は
、
顛
末
書
を

と
り
説
明
が
あ
っ
た
。
不

正
使
用
し
た
養
魚
組
合
長

に
は
顛
末
書
ど
こ
ろ
か
、

町
は
調
査
も
し
よ
う
と
し

な
い
の
は
ど
う
し
て
も
納

得
で
き
な
い
。
町
長
は
真

摯
な
答
弁
を
心
が
け
情
報

公
開
に
徹
す
る
と
言
明
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
を
ど
う

答
え
る
か
。

答
（
町
長
）

我
々
も
な
か
な
か
判

断
が
つ
か
な
か
っ
た
。

問
な
ら
ば
、
な
ぜ
あ
の

時
教
育
長
は
指
導
し

な
か
っ
た
の
か
。

答
（
教
育
長
）

気
づ
い
た
時
、
言
う

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
て
い

た
。

問
最
後
ま
で
掲
揚
の
し

直
し
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
…

濱﨑　久議員

問
行
政
財
産
使
用
虚
偽

申
請
が
さ
れ
た
と
き
、

町
は
ど
の
よ
う
に
受
け
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

不
適
切
な
部
分
は
改

善
し
て
も
ら
う
。

問
許
可
事
項
の
変
更
は

再
申
請
に
な
る
の
で

は
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

第
三
者
に
許
可
し
た

の
は
誰
か
、
町
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問
町
と
し
て
は
、
養
魚

組
合
長
に
撤
去
し
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
た

ん
で
は
、
い
わ
ゆ
る
不
法

占
有
状
態
が
あ
っ
た
訳
で

は
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

結
果
と
し
て
第
三
者

が
資
材
を
そ
こ
に
置
い
た

と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。

問
過
日
、
職
員
が
出
張

先
で
飲
酒
、
検
挙
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

が
、
組
織
の
緩
み
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
出
初

式
で
、
国
旗
掲
揚
台
の
２

本
の
ポ
ー
ル
の
向
か
っ
て

右
側
に
国
旗
を
掲
揚
さ
れ

た
の
は
ど
う
い
う
理
由
か

伺
い
た
い
。

答
（
教
育
長
）

２
本
の
ポ
ー
ル
で
あ

れ
ば
向
か
っ
て
左
側
に
国

旗
を
掲
揚
す
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

英
語
教
育
に
長
洲
の
独
自
性
を

答
幼
稚
園
・
保
育
所
に
外
国
人
教
師
を
派
遣
す
る

フランク先生、英語であそぼう！

アイデアを活かして情報発信を

問
教
育
の
面
か
ら
人
口

増
を
図
る
ユ
ニ
ー
ク

な
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

町
内
公
立
・
私
立
保

育
所
３
カ
所
、私
立
幼
稚
園

２
カ
所
に
そ
れ
ぞ
れ
週
１

回
、外
国
人
先
生
を
派
遣
し
、

英
語
教
育
を
始
め
る
。
遊

び
や
音
楽
を
通
し
て
親
し

み
を
持
た
せ
る
の
が
目
的
。

問
生
の
英
語
を
体
験
し

た
子
ど
も
達
を
小
学

校
正
規
の
英
語
授
業
に
つ

な
ぐ
体
制
づ
く
り
は
考
え

て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

現
在
、
教
師
は
研
修

を
受
け
て
い
る
。
担
任
と

し
て
の
授
業
力
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

小
学
校
全
学
年
で
発
音
を

学
べ
る
よ
う
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
週

２
回
は
配
置
し
て
い
る
。

福本みや子議員

問
日
本
語
英
語
に
な
ら

な
い
よ
う
な
工
夫
は
。

答
（
教
育
長
）

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
っ
た
り
、
担
任
教
師
の

授
業
力
向
上
研
修
の
両
面

か
ら
英
語
授
業
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

ま
ち
の
情
報
発
信
は
斬
新
な
発
想
で

答
職
員
間
の
協
議
と
啓
発
を
重
ね
た
い

問
長
洲
の
良
さ
を
伝
え

る
情
報
発
信
手
段
は
。

答
（
町
長
）

「
広
報
な
が
す
」、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
「
愛
情

ね
っ
と
」、
新
聞
社
や
テ

レ
ビ
局
な
ど
へ
の
情
報
提

供
で
県
内
外
に
周
知
。

問
旬
な
情
報
や
若
い
感

性
の
切
り
口
な
ど
を

工
夫
し
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

各
課
の
責
任
で
発
信

し
て
お
り
、
庁
内
の
広
報

委
員
会
で
発
信
の
仕
方
を

協
議
し
て
い
る
。

問
各
課
の
窓
口
の
対
応

で
印
象
が
変
わ
る
。

ど
う
工
夫
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

職
員
が
お
も
て
な
し

の
気
持
ち
で
対
応
し
、ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き
が
済

む
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

問
転
入
・
転
出
の
窓
口

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
町
に
足
り
な
い
点
や

力
を
入
れ
る
点
等
を
把
握

し
て
施
策
に
つ
な
げ
た
り
、

『
ご
当
地
婚
姻
届
』
や
納

税
通
知
書
に
お
礼
の
言
葉

を
添
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

今
後
、
接
遇
の
あ
り

方
、
魅
力
あ
る
町
を
つ
く

る
た
め
、
提
案
を
も
と
に

検
討
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

攻
め
の
農
林
水
産
業
へ
の
転
換
　
町
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
か

答
関
係
機
関
と
連
携
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
に
伴
う
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討

問
攻
め
の
農
林
水
産
業

へ
の
転
換
、
体
質
強

化
で
国
の
補
正
予
算
が
成

立
し
た
。
町
は
ど
の
よ
う

な
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
か
。

答
（
町
長
）

今
回
の
補
正
予
算
で

主
に
畜
産
、
野
菜
、
果
樹

な
ど
の
農
家
が
共
同
で
農

機
具
や
新
型
設
備
を
購
入

す
る
場
合
に
、
２
分
の
１

補
助
す
る
基
金
の
創
設
な

ど
と
な
っ
て
お
り
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
Ｔ

Ｐ
Ｐ
関
連
事
業
に
伴
う
各

種
補
助
事
業
の
活
用
を
検

討
し
た
い
。

問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
で
、

農
林
水
産
物
へ
の
影

響
を
県
独
自
で
試
算
し
て

い
る
。
町
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

県
が
発
表
し
た
、
年

間
81
億
７
０
０
０
万
円
〜

１
３
２
億
円
減
少
す
る
と

さ
れ
た
影
響
試
算
は
県
独

自
で
想
定
し
た
も
の
で
、

各
市
町
村
の
取
り
ま
と
め

で
は
な
く
、
町
の
試
算
分

TPP合意で、農林水産物の生産減少額は
1兆6000億円に、政府試算の７倍～12倍

重要５品目の主な合意内容と関税撤廃品目

大森秀久議員

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
攻
め
の
農
業
に
つ
い

て
、
東
京
大
学
の
鈴

木
宣
弘
教
授
は
、
強
い
農

業
と
は
、『
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
す
る
努
力
は
重
要
だ
が
、

日
本
の
土
地
条
件
で
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
米
国
に

負
け
て
し
ま
う
。
少
々
高

い
が
徹
底
的
に
物
が
違

う
、
本
物
を
提
供
す
る
生

産
者
と
、
そ
れ
を
理
解
す

る
消
費
者
と
の
き
ず
な
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
強

い
農
業
で
は
な
い
か
。』

と
述
べ
て
い
る
。
町
長
は

ど
う
思
う
か
。

答
（
町
長
）

生
産
者
と
消
費
者
、

こ
の
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
か
な
く
て
は
何
に
も
な

ら
な
い
と
思
う
。
無
農
薬

の
農
産
物
、
遺
伝
子
を
組

み
替
え
て
い
な
い
農
産
物

を
つ
く
っ
て
い
く
、
こ
う

い
う
こ
と
も
含
め
産
官
学

連
携
し
な
が
ら
や
っ
て
い

く
こ
と
が
、
今
後
目
指
す

方
向
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

問
ミ
ニ
ト
マ
ト
に
つ
い

て
、
黒
毛
和
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
路
線
で
進
む

の
か
。

答
（
町
長
）

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
海
外

輸
出
は
、
検
疫
の
問
題
で

現
時
点
で
は
駄
目
だ
が
、

今
後
そ
う
い
う
も
の
が
も

し
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
東
南

ア
ジ
ア
を
初
め
、
世
界
に

も
広
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
。
技
術
革
新
、
各
国

と
の
交
渉
を
地
道
に
や
り

な
が
ら
、
付
加
価
値
の
高

い
農
産
物
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
こ
と
か
な
と
思
っ

て
い
る
。

2015年政府試算 鈴木宣弘研究室試算

品目 生産減少額 生産減少額 減少率
（億円） （億円） （％）

米 0 1,197 6.7
牛乳・乳製品 198～291 972 14.2
豚肉 169～332 2,827 48.8
牛肉 311～625 1,738 31.1
鶏卵 26～53 1,100＊ 23.0
鶏肉 19～36 990＊ 32.9
みかん 21～42 911＊ 58.9
りんご 3～6 371 27.0
ぶどう 0 289 26.9
トマト 1 183 7.9
いちご 0 109 6.8
ねぎ 0 148 10.4
農産物計 875～1,516 12,614
林水産物計 393～566 2,980＊

農林水産物計 1,300～2,100 15,594
2013年の生産額を基準にした生産減少額と減少率
表で使った＊は「合意」の関税撤廃品目であるため、関税撤廃を前提
とした政府試算の数字を使用
※赤旗新聞４月３日記事より抜粋

◆数字の意味合い　①米は2015年の減反上積みが8万㌧、②小麦
23.5万㌧は都道府県の小麦生産量（278万㌧）に匹敵、③牛・豚肉の
削減後の関税は、内外価格差にてらせば、事実上関税ゼロに等しい
※農民運動全国連合会機関紙「号外」より抜粋

TPP「大筋合意」の主な合意内容

米 米国、豪産米に7万8400㌧の輸入枠新設、ミニマム
アクセス米6万㌧を米国に上積み

小麦 米国、カナダ、豪産小麦に23.5万㌧の輸入枠新設
マークアップを45％削減

牛肉 15年後までに関税を76％削減
（38.5％⇒9％）

豚肉 高級肉は10年で関税撤廃
加工肉（差額関税）は90％削減

乳製品
バター、脱脂粉乳に低関税輸入枠を新設
ホエー（乳清）の関税撤廃
チーズの一部関税を撤廃

砂糖 加糖調製品の輸入枠新設
でんぷんに特別輸入枠新設
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

自
主
・
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
!!

答
税
収
等
の
自
主
財
源
に
よ
る
自
立
し
た
財
政
運
営
を
目
指
し
た
い

ふ
る
さ
と
の
味
と
香
り
の
あ
る

特
産
品
の
開
発
を
!!

答

新
し
い
特
産
品
の
開
発
で
、

地
域
雇
用
を
創
造
し
た
い

問
自
主
・
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
に
は
、
安
定
し
た
税
財

源
の
確
保
が
重
要
で
、
滞

納
者
が
増
加
す
る
こ
と
は
、

財
政
運
営
を
不
安
定
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
納
税
者

の
不
公
平
感
か
ら
、
町
政

へ
の
信
頼
が
弱
ま
る
。
町

税
等
の
収
納
率
向
上
対
策

強
化
が
必
要
で
は
。

答
（
町
長
）

町
税
は
、
町
を
発
展

問
雇
用
拡
大
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
実

施
、
新
商
品
開
発
で
産
地

の
活
性
化
を
図
る
等
、
実

践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業

を
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
と
課
題
は
何
か
。

答
（
町
長
）

雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー

及
び
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー

の
事
業
推
進
で
、
29
名
が

雇
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
等
の

商
品
開
発
を
行
い
、
県
内

さ
せ
る
自
主
財
源
で
あ
り
、

滞
納
者
の
増
加
は
健
全
な

財
政
運
営
に
支
障
を
き
た

す
。
職
員
の
滞
納
対
策
研

修
を
強
化
し
、税
収
等
の
自

主
財
源
に
よ
る
自
立
し
た

財
政
運
営
を
目
指
し
た
い
。

問
本
町
の
財
政
運
営
の

現
状
と
課
題
は
何
か
。

答
（
総
務
課
長
）

公
共
下
水
道
へ
の
累

積
赤
字
解
消
の
操
出
金
は

減
少
し
た
が
、
高
齢
化
や

地
域
振
興
フ
ェ
ア
等
に
出

品
・
出
店
し
、
情
報
発
信

を
行
っ
た
。
次
年
度
は
新

し
い
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ

る
雇
用
創
出
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
農
水
産
関
連

商
品
の
６
次
産
業
化
の
開

発
を
い
か
に
展
開
し
て
い

く
か
が
課
題
で
あ
る
。

問
全
国
的
に
、
ふ
る
さ

と
納
税
新
制
度
の
効

果
や
ふ
る
さ
と
の
味
と
香

り
の
あ
る
『
お
礼
の
品
』

の
充
実
度
が
上
が
り
、
納

高
度
医
療
の
増
加
な
ど
か

ら
医
療
費
が
増
加
し
、
医

療
費
特
別
会
計
へ
の
操
出

金
や
扶
助
費（
児
童
・
高
齢

者
・
障
が
い
者
等
、
社
会

保
障
施
策
の
経
費
）
等
の

伸
び
が
顕
著
に
な
っ
て
い

る
。

安定した税収入の確保を

新しい地元特産品の開発を

竹本信次議員

税
額
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。
特
産
品（
返
礼

品
）の
開
発
を
も
っ
と
推

進
す
べ
き
で
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

平
成
27
年
度
に
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
に
登
録

し
、
２
０
０
数
名
の
方
が

申
し
込
ま
れ
て
８
２
０
万

（
昨
年
３
５
０
万
）の
納
税

を
頂
い
た
。
ま
た
、
地
元

で
生
産
、
販
売
さ
れ
て
い

る
協
力
事
業
者
の
方
に
町

の
魅
力
、
特
産
品
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
で

Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
は
な
い

か
調
査
し
、
特
産
品
の
開

発
を
図
っ
て
い
る
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

問
こ
の
件
に
対
し
て
の

行
政
処
分
の
考
え
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

金
魚
生
産
活
動
に
お

け
る
物
的
や
経
済
的
損
失

な
ど
、
被
害
や
苦
情
等
の

実
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
施
設
へ
の
被
害
も

な
い
。
当
時
も
処
分

は
行
っ
て
い
な
い
し
、

今
後
処
分
を
行
う

考
え
は
な
い
。

問
今
後
、
こ
の
き

ん
ぎ
ょ
村
の
方

向
性
は
。

答
（
町
長
）

長
洲
町
と
い
え

ば
金
魚
だ
。
地
方
創

生
に
向
け
て
、
改
め

て
金
魚
を
売
り
出

し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
研
究
費
を

投
じ
て
の
品
種
改
良
、
ミ

ジ
ン
コ
の
大
量
生
産
、
後

継
者
の
育
成
、
販
路
の
拡

大
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
も

き
ん
ぎ
ょ
村
、
金
魚
の
館

は
大
事
な
資
源
で
あ
る
と

考
え
る
。

本
来
あ
る
べ
き
で
な
い
物
は
ど
う
な
っ
た
か

答
撤
去
さ
れ
て
改
善
し
た

問
き
ん
ぎ
ょ
村
に
本
来

あ
る
べ
き
で
な
い
物

が
置
か
れ
て
い
た
件
の
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
は
。

答
（
町
長
）

平
成
23
年
８
月
に
、

資
材
の
所
在
は
確
認
し
て

い
た
が
、
そ
の
内
容
が
何

か
ま
で
は
確
認
し
て
い
な

か
っ
た
。
平
成
24
年
10
月

に
指
摘
を
受
け
、
長
洲
町

養
魚
組
合
に
本
来
あ
る
べ

き
で
な
い
物
が
置
か
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
撤
去
を

口
頭
で
お
願
い
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
25
年
３
月
に

撤
去
さ
れ
、
町
と
し
て
も

そ
の
当
時
に
改
善
の
申
し

入
れ
を
行
い
、
対
応
さ
れ
、

被
害
等
も
発
生
し
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
時
点
で
改

善
が
さ
れ
た
と
い
う
認
識

で
処
分
は
行
っ
て
な
い
。

今
後
、
調
査
等
も
行
う
考

え
は
な
い
。

問
再
度
確
認
に
な
る
が

い
つ
か
ら
い
つ
ま
で

置
か
れ
て
い
た
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

平
成
23
年
８
月
に
所

在
を
把
握
し
、
平
成
25
年

３
月
に
撤
去
さ
れ
た
事
に

よ
り
、
本
来
あ
る
べ
き
で

は
な
い
物
と
確
認
を
し

た
。

問
撤
去
の
お
願
い
、
指

導
等
は
い
つ
ど
こ
の

誰
に
し
た
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

平
成
24
年
12
月
に
長

洲
町
養
魚
組
合
長
に
伝
え

た
。

今後の活用に期待（きんぎょ村）

磯野　博議員

問
そ
の
時
の
組
合
長
は
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

現
組
合
長
に
伝
え

た
。

問
前
組
合
長
の
と
き
に

置
か
れ
て
、
現
組
合

長
の
と
き
に
撤
去
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な

い
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

間
違
い
な
い
。

問
町
と
長
洲
町
養
魚
組

合
は
、
信
用
、
信
頼

の
も
と
に
契
約
を
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

長
洲
町
養
魚
組
合
に

対
し
て
有
料
で
行
政
財
産

使
用
許
可
を
行
っ
て
い
る
。

問
年
間
の
使
用
料
は
い

く
ら
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

年
額
で
26
万
７
０
０

円
だ
。

行
政
処
分
の
考
え
は

答

処
分
を
行
う
考
え
は
な
い

平成25年 平成24年 平成23年
８
月 

町
確
認 

（
前
組
合
長
）

３
月
４
日 

（
組
合
長
交
代
）

10
月 

指
摘
を
受
け
る

12
月 

指
導 

（
現
組
合
長
）

 

（
現
在
に
至
る
）

３
月 

撤
去
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

健
康
は
守
る
か
ら
創
る
へ
　
町
の
取
り
組
み
は

答
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
実
施
も
考
え
て
い
る

子
ど
も
達
の
日
常
と
指
導
は

答

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
の
指
導
と

体
力
向
上

問
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
医
療
や
介
護
の

負
担
が
増
加
し
て
い
る
な

か
健
康
増
進
計
画
は
重
要

と
思
う
が
、
町
の
取
り
組

み
は
。

答
（
町
長
）

健
康
寿
命
の
延
伸
、

健
康
格
差
の
縮
小
を
目
標

に
し
た
健
康
増
進
計
画
や

食
育
推
進
計
画
を
策
定
、

生
活
習
慣
病
予
防
を
進
め

問
子
ど
も
達
の
食
事
・

挨
拶
・
運
動
な
ど
学

校
で
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
課
題
・
指
導
方
法
は

ど
う
し
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）

朝
食
の
摂
取
率
は
小

学
６
年
96
％
、
中
学
３
年

93
％
で
全
国
平
均
と
同
じ

程
度
。
挨
拶
が
で
き
て
い

る
の
は
87
・
８
％
。
運
動

は
「
全
国
体
力
・
運
動
能

力
、
運
動
習
慣
調
査
」
に

よ
る
と
、
筋
力
や
跳
躍
力
、

柔
軟
性
は
全
国
や
県
平
均

を
上
回
り
、
疾
走
能
力
や

全
身
持
久
力
、
投
球
能
力

は
劣
る
。
課
題
と
し
て
は

運
動
す
る
子
ど
も
と
し
な

い
子
ど
も
の
二
極
化
と
体

て
い
る
。
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
特

定
健
診
・
が
ん
検
診
、
介

護
予
防
拠
点
を
利
用
し
た

健
康
相
談
、
保
健
指
導
等

を
実
施
。
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
活
動
と
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
利
用
し
た
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
の
実
施

も
検
討
し
て
い
る
。

問
静
岡
県
袋
井
市
や
藤

枝
市
で
は
、
健
康
・

力
低
下
で
あ
る
。
学
校
で

の
「
体
づ
く
り
運
動
」
の

充
実
を
図
り
、
体
力
向
上

を
目
指
し
て
い
く
。

予
防
、
健
康
づ
く
り
に
力

を
入
れ
特
定
健
診
の
受
診

率
も
高
い
。
ま
た
メ
タ
ボ

が
少
な
く
、
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
も
安
い
。
こ
れ

ら
の
事
例
を
ど
う
思
う

か
。答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

高
い
数
値
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
制
度
に
つ
い
て

は
、
住
民
に
有
効
に
ポ
イ

ン
ト
を
活
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
手
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

問
町
の
特
定
健
診
受
診

率
は
何
％
か
。
ま
た

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は

一
人
当
た
り
い
く
ら
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

平
成
26
年
度
で
38
・

９
％
、
後
期
高
齢
者
医
療

費
は
一
人
当
た
り
１
０
１

万
８
９
３
７
円
。

健康はみんなでつくるもの

先生と朝のあいさつ

浦辺朝章議員

問
子
ど
も
達
の
短
所

長
所
を
見
抜
い
て
伸

ば
し
て
や
る
の
が
、
指
導

者
の
力
だ
と
思
う
が
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）

認
め
、褒
め
、励
ま
し
、

伸
ば
す
と
い
う
指
標
が
あ

り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
指
導

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

『
げ
ん
き
の
館
』の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

答

介
護
予
防
活
動
の
充
実
に
努
め
る

高
齢
者
の
緊
急
時
や
災
害
時
の
支
援
づ
く
り
は

答
地
区
の
台
帳
に
よ
り
「
命
の
バ
ト
ン
事
業
」を
つ
な
げ
て
い
く

問
高
齢
者
の
見
守
り
体

制
の
構
築
と
は
。

答
（
町
長
）

社
協
と
も
連
携
し
な

が
ら
各
行
政
区
の
高
齢
者

台
帳
の
整
備
を
進
め
、
地

域
に
お
け
る
見
守
り
体
制

を
図
っ
て
い
く
。

問
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に

は
緊
急
時
や
災
害
時
に
支

援
が
必
要
な
方
の
把
握
が

必
要
で
あ
り
、
平
成
27
年

健康なからだづくりを

みんなで支え合う見守り体制

問
４
月
か
ら
開
所
さ
れ

る
『
げ
ん
き
の
館
』

の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
総
合
事

業
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
町
長
）

支
援
が
必
要
な
高
齢

者
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
や
生
活
支
援
の
担
い
手

と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

養
成
を
行
う
。

問
高
齢
社
会
に
お
い
て

健
康
寿
命
を
保
っ
て

い
く
の
に
は
上
質
の
食
生

活
が
欠
か
せ
な
い
。
現
在

高
齢
者
の
低
栄
養
、
栄
養

不
足
が
言
わ
れ
て
い
る
。

低
栄
養
に
な
る
と
脳
や
筋

力
の
量
、
免
疫
力
、
体
力
、

気
力
、
認
知
能
力
な
ど
が

低
下
し
、
そ
の
結
果
、
介

護
が
必
要
に
な
る
。
食
生

活
改
善
推
進
員
さ
ん
に
協

力
を
お
願
い
し
て
、
昼
食

づ
く
り
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ

ー
も
必
要
と
思
う
が
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

身
体
機
能
を
維
持
し

て
い
く
に
は
栄
養
は
大
事

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

食
改
さ
ん
等
の
協
力
も
得

な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
等
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
介

護
予
防
体
操
や
認
知
症
予

防
な
ど
の
活
動
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
健
康
な
体

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

樋口エミ子議員

度
に
地
区
で
名
簿
を
作
成

し
た
。
防
災
対
策
の
整
備

を
ど
う
活
か
し
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

地
区
の
台
帳
を
シ
ス

テ
ム
化
し
て
、
今
期
中
に

は
、
消
防
本
部
の
方
に
デ

ー
タ
を
配
布
す
る
。
ま
た
、

民
生
委
員
さ
ん
、
一
区
一

職
員
、
区
長
さ
ん
と
の
定

期
的
な
会
議
で
情
報
を
更

新
し
て
い
く
。

こ
の
中
に
調
理
・
料
理
を

す
る
こ
と
を
組
み
入
れ
て

ほ
し
い
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

提
言
を
受
け
て
お
り
、

確
か
に
調
理
室
も
あ
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
身
体
機
能
の
向
上
を
考

え
、
要
支
援
の
方
た
ち
を

で
き
る
だ
け
地
域
に
戻
し

て
い
き
た
い
。
今
後
保
健

師
が
地
域
へ
出
向
く
活
動

の
中
に
、栄
養
士
の
配
置
を

考
え
て
い
く
。

14. ⽣活⽀援コーディネーターの活⽤②
〜みんなで⽀え合う地域づくり〜

≪⾏政≫

⾼齢者

地 域

≪⾼齢者⽀援施設≫ ≪介護予防拠点施設≫

担い⼿養成
②

③⽣きがいづくり
の場提供

地域に不⾜する
サービス創出

④

≪包括⽀援センター≫

⑤関係者間の情報
共有

⑤関係者間の情報
共有

(

ニ
ー
ズ)

サービス提供者
(元気⾼齢者等)

(提供)

①ニーズと
サービス提供の
マッチング

⽣活⽀援
コーディネーター
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

犯
罪
の
な
い
安
心
な
町
へ 

丨
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
丨

答
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
推
進
へ
向
け
設
置
を
検
討

問
児
童
・
生
徒
の
安
全

確
保
や
犯
罪
の
な
い

安
全
な
町
づ
く
り
に
お
い

て
、
い
ま
全
国
で
、
ま
た

近
隣
自
治
体
で
も
防
犯
カ

メ
ラ（
見
守
り
カ
メ
ラ
）の

設
置
が
進
ん
で
い
る
が
。

答
（
町
長
）

町
は
、
公
共
施
設
や

小
中
学
校
な
ど
合
計
31
台

設
置
し
て
い
る
。
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

犯
罪
の
抑
止
に
大
き
な
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
今
後
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
安
全
・
安
心
な
町

づ
く
り
推
進
に
向
け
、
設

置
を
検
討
し
て
い
く
。

問
犯
罪
の
未
然
防
止
や

認
知
症
の
方
が
行
方

不
明
に
な
っ
た
時
、
早
期

発
見
に
も
つ
な
が
る
と
思

防
災
体
制
の
強
化
充
実
を

成
人
式
を
帰
省
の
時
期
に

合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

答

予
測
で
き
な
い
災
害
へ
の
備
え
を

今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
く

答

成
人
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

決
定
し
て
い
き
た
い

問
災
害
の
と
き
に
機
能

す
る
自
主
防
災
組
織

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
も
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
（
副
町
長
）

災
害
時
リ
ー
ダ
ー
と

問
成
人
に
達
し
た
人
を

祝
う
儀
式
で
あ
る
成

人
式
。
そ
の
成
人
式
を
、

で
き
る
だ
け
参
加
し
や
す

い
帰
省
の
時
期（
お
正
月

休
み
）に
開
催
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
子
ど

な
る
防
災
士
の
育
成
を
進

め
て
い
る
。
現
在
は
町
内

５
名
だ
が
、
自
主
防
災
組

織
の
核
と
な
る
防
災
士
を

各
区
に
１
人
ず
つ
誕
生
さ

せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

も
の
数
が
減
る
な
か
、
参

加
し
や
す
い
日
程
に
変
更

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

来
年
以
降
に
つ
い
て

は
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

犯罪の未然防止に向けた取り組みを

全員が参加しやすいのが一番

市原一広議員

う
。
名
石
浜
の
遊
歩
道
、

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
、
町

道
の
交
差
点
な
ど
に
設
置

し
て
い
く
考
え
は
。

答
（
総
務
課
長
）

近
隣
の
市
町
で
は
、

民
間
の
協
会（
一
般
社
団

法
人
）
が
自
動
販
売
機
を

利
用
し
て
設
置
を
進
め
て

い
る
。
町
で
も
、
利
用
で

き
な
い
か
考
え
て
い
く
。
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常任委員会等視察研修報告

今
後
の
町
の
た
め
に

長洲のミニトマトがここに

活発な意見交換（熊野町）

住民を守る命山

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

平
成
28
年
１
月
27
日
㈬
〜
29
日
㈮

平
成
28
年
２
月
８
日
㈪
〜
10
日
㈬

平
成
28
年
２
月
15
日
㈪
〜
16
日
㈫

東
京
都
足
立
区
へ

　

基
礎
学
力
の
定
着
と
学

力
向
上
対
策
が
独
自
的
な

取
り
組
み
で
効
果
が
上
が

っ
て
い
る
。
民
間
事
業
者

へ
委
託
し
た
り
学
校
教
員

授
業
力
ア
ッ
プ
対
策
な
ど

積
極
的
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
た
。
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
育
的
配
慮
と
施

策
へ
の
発
想
の
着
眼
点
な

ど
、
本
町
に
活
か
せ
る
施

策
を
提
案
し
た
い
。

横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
へ

　

長
洲
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

１
日
目　

袋
井
市
の
湊
地

区
に
あ
る
命
山
整
備
計
画

と
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
見

学
。
津
波
に
よ
る
被
害
か

ら
住
民
を
守
る
た
め
１
億

６
４
０
０
万
か
け
て
１
３

０
０
人
が
避
難
で
き
る
人

工
の
丘
を
造
っ
て
い
る
。

２
日
目　
「
め
ざ
そ
う
健

康
・
日
本
一
藤
枝
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
健
康
マ
イ
レ

ー
ジ
制
度
に
つ
い
て
。

　

歩
い
て
健
康
「
日
本
全

国
バ
ー
チ
ャ
ル
の
旅
」、

健
康
ス
ポ
ッ
ト
を
結
ん
だ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
・

日
々
の
運
動
・
食
事
・
体
重

測
定
等
に
ポ
イ
ン
ト
、
サ

ー
ビ
ス
等
が
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
。

健
康
予
防
促
進
の
特
徴

　

特
定
健
康
調
査
の
受
診

率
が
高
い
。
メ
タ
ボ
が
少

な
い
。
が
ん
で
亡
く
な
る

人
の
割
合
が
低
い
。
地
域

の
保
健
委
員
制
度
が
あ

り
、
健
康
づ
く
り
に
活
か

平
成
25
年
議
会
基
本
条
例

施
行

岡
山
県
早
島
町

（
主
な
概
要
）

◯
情
報
公
開
の
充
実
…
議

会
報
告
会
の
開
催
・
議

会
中
継（
録
画
）

◯
町
長
へ
の
反
問
権
の
付

与（
質
問
の
論
点
、
争

点
を
明
確
に
す
る
た
め

に
限
定
）

◯
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

制
度
の
導
入

◯
総
合
振
興
計
画
の
基
本

構
想
・
基
本
計
画
を
議

決
事
件
に
追
加
。

議
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継

広
島
県
熊
野
町

（
主
な
概
要
）

◯
配
信
に
係
る
年
間
経
費

１
２
０
〜
１
３
０
万
円

◯
ラ
イ
ブ
中
継
が
配
信
さ

れ
、
検
索
ボ
タ
ン
選
択

に
よ
り
過
去
に
遡
っ
て

の
視
聴
も
可
能
。

品
質
、
入
荷
量
と
も
評
価

が
高
い
。
今
後
は
生
産
者
、

Ｊ
Ａ
玉
名
と
も
共
通
理
解

の
も
と
、
安
定
供
給
の
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
、
よ
り
良
い
ブ
ラ
ン
ド

化
を
応
援
し
た
い
。

東
京
都
文
京
区

金
魚
卸
売
店
訪
問
へ

　

金
魚
販
売
と
レ
ス
ト
ラ

ン
併
設
の
都
会
の
オ
ア
シ

ス
的
な
店
舗
だ
っ
た
。
長

洲
産
金
魚
や
グ
ッ
ズ
で
長

洲
の
情
報
発
信
を
お
願
い

し
た
い
。

し
て
い
る
。

３
日
目　

袋
井
市
の
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
を
学
ぶ
。「
健

康
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
す
ま
い

る
運
動
」
す
ま
い
る
カ
ー

ド
と
ｅ
‐
す
ま
い
る（
メ

ー
ル
）
等
が
あ
る
。
ポ
イ

ン
ト
は
公
共
施
設
利
用
や

学
校
へ
の
寄
付
等
に
も
利

用
で
き
る
仕
組
み
。
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
を
ぜ
ひ

本
町
で
も
取
り
入
れ
て
欲

し
い
と
思
え
た
。

　

視
察
研
修
を
終
え
、
分

権
改
革
が
進
む
今
日
、
時

代
の
流
れ
に
沿
っ
た
議
会

の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
は
、
議

会
が
住
民
に
と
っ
て
よ
り

身
近
な
も
の
に
な
る
手
段

の
一
つ
で
あ
る
。
財
政
は

厳
し
い
が
、
今
後
、
議
論

を
深
め
て
い
き
た
い
。
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だ
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洲
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次の定例会は

開会の予定です

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に出てこんね！皆さん傍聴に出てこんね！

■問い合わせ先

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

20潮さい（H28.6.1 No.125）「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索

ひ
と
言

今こ
そ若い力が必要

水

中運
動「うきうき教室」

松岡友佳子 さん（建浜区） 吉田　隨子 さん（折地区）

傍聴席から一言 町民の声

広
報
委
員

委
員
長
　
徳
永
　
範
昭

副
委
員
長
　
竹
本
　
信
次

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
大
森
　
秀
久

委
　
員
　
荒
木
　
睦
子

委
　
員
　
浦
辺
　
朝
章

委
　
員
　
樋
口
エ
ミ
子

発
行
責
任
者

議
　
長
　
松
井
　
一
也

N
o.

　初めて議会を傍聴して、する前と後では自
分自身の意識が変わったように感じます。
　議論を聞き、「議員の方たちばかりに任せき
りではいけない、もっと私たちのような若い
人の力が必要だ」と思いました。
　そして、このままでは長洲町を良くするこ
とは難しいのではとも感じました。
　よりよくするためには、傍聴に積極的に参
加し、まずは議会を知ることが必要です。
　今年から、選挙権もあるということで、ます
ます関心を持たなくてはと思いました。
　若い世代で、地元である長洲町を盛り上げ
ていきたい、そんな思いをより強くするいい
機会になりました。

　毎週木曜午後１時半からＢ＆Ｇ温水プール
での水中運動「うきうき教室」も10年目になり
ました。続けている人は膝、腰、肩の痛みが軽
減したり、風邪をひかなくなった、体重が減っ
た等の効果が出ています。整形医院からも水
中運動を勧められたり、病気（糖尿病）が軽減
し仕事復帰した方もいます。プール工事で２
カ月入れなかった時、膝の痛みが戻り、プール
の有り難みを実感しました。外を歩くより膝
に負担なく出来るので、お困りの方、一緒に楽
しくプールで歩きましょう。

125
2
0
1
6
年

６
月

１
日

発
行

町民のひろば

　

４
月
14
日
㈭
に
続
き
、
16

日
㈯
深
夜
に
熊
本
を
震
源

と
す
る
Ｍ
7.3
と
い
う
巨
大

地
震
が
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
町
は
比
較
的
自
然

災
害
が
少
な
く
、
安
心
安
全

な
町
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の
震
災
を
機
に
地
震
、

風
水
害
、
津
波
の
避
難
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
地
域
住

民
の
意
識
向
上
と
共
に
計

画
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

熊
本
県
民
は
我
慢
強
い

性
格
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
震
災
か
ら
ひ
と
月
過

ぎ
た
今
も
避
難
所
や
車
中

で
の
生
活
が
続
い
て
い
ま

す
。
一
刻
も
早
く
復
興
が
進

み
平
穏
な
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　
“
が
ん
ば
ろ
う
熊
本
”

	

（
樋
口
）

月20日㈪６


